
日米地位協定

第二十条

１（ａ） ドルをもつて表示される合衆国軍票は、合衆国によつて認可された者が、合衆国軍隊
の使用している施設及び区域内における相互間の取引のため使用することができる。合衆国政府
は、合衆国の規則が許す場合を除くほか、認可された者が軍票を用いる取引に従事することを禁
止するよう適当な措置を執るものとする。日本国政府は、認可されない者が軍票を用いる取引に
従事することを禁止するため必要な措置を執るものとし、また、合衆国の当局の援助を得て、軍
票の偽造又は偽造軍票の使用に関与する者で日本国の当局の裁判権に服すべきものを逮捕し、及
び処罰するものとする。

（ｂ）合衆国の当局が認可されない者に対し軍票を行使する合衆国軍隊の構成員及び軍属並び
にそれらの家族を逮捕し、及び処罰すること並びに、日本国における軍票の許されない使用の結
果として、合衆国又はその機関が、その認可されない者又は日本国政府若しくはその機関に対し
ていかなる義務をも負うことはないことが合意される。

２ 軍票の管理を行なうため、合衆国は、その監督の下に、合衆国が軍票の使用を認可した者の
用に供する施設を維持し、及び運営する一定のアメリカの金融機関を指定することができる。軍
用銀行施設を維持することを認められた金融機関は、その施設を当該機関の日本国における商業
金融業務から場所的に分離して設置し、及び維持するものとし、これに、この施設を維持し、か
つ、運営することを唯一の任務とする職員を置く。この施設は、合衆国通貨による銀行勘定を維
持し、かつ、この勘定に関するすべての金融取引（第十九条２に定める範囲内における資金の受
領及び送付を含む ）を行なうことを許される。。

第二十条に関連する日米合同委員会合意▲
軍用銀行施設（ 年 月）▲ 52 5
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